
4ヶ月で、自社の新規事業を

「経営層に提案できる形」にする。
宮城県委託・受講料無料の実践プログラム（ビジネスDX人材育成研修）

AIに答えを出させる研修ではありません。
生成AIを使い倒しながら、最後は“自分の判断”で事業計画を決め切る。

AIに振り回されず、“⾒極めて使いこなす”⼒を養う4ヶ月。

研修のゴールは、自社のテーマで「事業計画書」を作り上げること。
通常はコンサルティングで⾏う事業企画プロセスを、⾃社の現実のテーマで実地に体験します。

この4ヶ月で「作り上げる」もの

すべて自社のテーマで。テンプレ演習ではありません。

こんな方を、会社から1〜2名送り出してください

次の事業の柱を
考えてほしい

部門⻑・課⻑クラス

経営視点を
持たせて育てたい

幹部候補・次世代リーダー

新規事業・DX・
経営企画担当

任された担当者

✓ 交代参加・分担参加OK ✓ 遅参・欠席は柔軟対応 ✓ 研修中は個別相談OK

令和８年度 宮城県委託

地域高度デジタル人材育成事業 （企画系）

業種・業界問わず ｜ 交代参加・分担参加OK ｜ 遅参欠席は柔軟対応
受講料無料
（宮城県委託事業）

学ぶだけで終わらない。⾃社で使える成果物を、⾃社のテーマで形にします。
□ 自社の強み・市場機会の整理

（SWOT分析・競合分析）
□ 新規事業の事業計画書

＋ 収支シミュレーション

□ 経営層に提案できる
提案書・社内企画書

□ 集客に使える
チラシ・営業ツール

満⾜度・推薦意向・業務活⽤度

ほぼ100%
（2025年度実績）

過年度参加者は、いま各社の中核人材として活躍
製造・建設・IT・サービスなど多様な業種が参加し、
⾃社だけでは気づけない視点を持ち帰っています。

開催︓8/25(火)〜12/11(⾦)／週1回3時間×全12回／オンライン中心（一部 集合開催）
先着10名・受講料無料 ｜ お申込み・お問合せ︓宮城県 地域⾼度デジタル人材育成事業 運営事務局
一般社団法人 宮城県情報サービス産業協会（MISA）／TEL 022-217-3023／E-mail edu.misa@misa.or.jp



会 場︓オンライン（Zoom＋Slack を利⽤）
※研修参加に必要なPC及びネット回線環境は各社準備
※一部⽇程は参加者交流のため集合研修で実施。実務家・専門家などのゲスト講師も招聘します

募集人員︓10名程度（先着順） 1社から複数名以上の参加も可

◆ 目標を課外実習に置き、遅参・欠席は柔軟に対応、実習の分量は“かけられる時間”で個別設定
◆ 生成AIが作ったものを“⾒極めて”有効に活⽤する判断⼒を養います（AIに振り回されない）

この研修で得られること

✓ ⾃社の強みと市場機会を整理できる
✓ 新規事業のアイデアを具体化できる
✓ 経営層へ提案できる企画書が作成できる
✓ 生成AIの生成物を⾒極め、有効に活⽤できる

参加者満⾜度

ほぼ100%
他社へ推薦したい 95％以上
業務に活⽤できた 95％以上

（2025年度実績）

過年度参加者の声 研修で得た視点が、その後の業務でも活きています。

声 前提知識がないなかでも内容が理解できた。⼿法の勉強ではなく実践が主だったので、次は⾃分だけでも導⼊してみ
ることができそう。【ものづくり企業 管理層】

声 演習の内容は、実際に企画を推進していく際に必要になるものと思います。良いと思いました。
【ものづくり企業 管理層】

声 他社参加者の意⾒も頂け、⾃社だけでは気付きにくい観点に気付けた。講義メインの研修では経験できないことが経
験できた。【IT企業 リーダー層】

＜お申込み・お問合せ先＞
宮城県 地域⾼度デジタル人材育成事業 運営事務局
一般社団法人 宮城県情報サービス産業協会（MISA）
仙台市⻘葉区上杉1丁目6-10 EARTH BLUE 仙台勾当台ビル5F
TEL︓022-217-3023 ／ E-mail︓edu.misa@misa.or.jp

MISA 検索

実施テーマ 時間割 計画日程（各日14:00〜17:00） ※太字は集合開催

環境分析と
事業企画

3h×12回
（36h）

＋
課外実習

8/25(火)、9/8(火)、9/15(火)、10/2(⾦)
【課外実習のアウトプット】
環境分析、競合分析、ポジショニング分析など

ビジネスモデル
＆

マーケティング

10/9(⾦)、10/16(⾦)、10/23(⾦)、11/6(⾦)
11/17(⾦)、11/27(⾦)、12/4(⾦)、
12/11(⾦)
【課外実習のアウトプット】
事業計画書、収支計画書（⾃動計算フォーマットを配布）
営業ツール（チラシ、提案書、社内企画書など）

同一企業（部門）からの複数名による交代参加／共同演習も推奨。研修参加負担の軽減はもちろん、会社や事業の将来を
社内メンバー共同で考え、課外実習資料にまとめる経験を積むこと⾃体に⼤きな価値があると考えます。

https://www.misa.or.jp/


